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日頃の備え（わが家の防災対策） 

 
 家庭における各自の役割分担 
災害のとき、家族があわてずに行動できるように、 

ふだんから話し合い、それぞれの分担を決めておき 

ましょう。 

 

 住宅用火災警報器等の維持管理 
 住宅用火災警報器は、室内の煙や熱に反応して警報音を発する器具です。

この器具を設置することにより、火災の発生をいち早く知ることができ、より早

い避難・通報・初期消火が可能となります。 

住宅火災による死者の約７割が、「逃げ遅れ」です。 

住宅用火災警報器を設置することで、「逃げ遅れ」を 

防ぐ効果が見込まれます。 

 

 消火用具の準備 
“いざという時”のために消火器や消化用水のほか、消火に 

役立つものをふだんから用意し、備えておきましょう。 

 

 非常持出品の準備 
いざという時に持ち出せるように、リュックサックなどに入れて準備します。非

常時に備えて最低限３日分の食料を準備しておきましょう。 

●簡易保存食品 ●水（ミネラルウォーター） 

●下着類、靴下、手袋●雤具、防寒具 

●洗面用具 ●タオル、ちり紙、ウェットティッシュ 

●懐中電灯 ●簡易食器類 ●小物類（缶切り、 

栓抜き、ナイフ、安全ピン、マッチ、ライターなど） 

●応急医療品 ●ラジオ ●乾電池 

●ビニール袋 ●ビニール製敷物 ●古新聞 ●貴重品 など 

○乳幼児のいる家庭では 

●ほ乳びん ●粉ミルク ●保存のきくおやつ ●おむつ など 

 

▲ 非常持出品は日頃からチェックしておき、重くなりすぎないように注意し

ましょう。（男性で 15ｋｇ、女性で 10ｋｇ以下にまとめます） 

▲ 飲料水などは定期的に取り替えるようにしましょう。 

▲ 保存期限のチェックをしましょう。 

 

 避難場所、避難路の確認 
自宅から避難場所までの安全に行ける道順の選定 

及び再点検をし、避難場所までどのくらいかかるか実際 

に歩いてみて、家族がバラバラのときに落ち合う場所を 

決めておきましょう。 

 



 

 避難所における心得 
多くの被災者が集まる避難所では、見ず知らずの人との集団生活で体調を

崩す人もいます。避難所ではできるだけ快適に過ごせるようにみんなで協力す 

ることが大切です。 

役割分担とルールを決め、水の給水方法と使い方、 

食料や救援物資の保管と配給方法についてルール 

を決めましょう。 

 

 

日頃の備え（職場の防災対策） 
 

 職場の防災会議による役割分担 
いざという時あわてないために、職場の防災会議 

を定例化しましょう。災害時を様々想定し、その場そ 

の場で誰が何をどうするのかを考えるとともに、普段 

から職場内の危険箇所を点検し、改善をしておきま 

しょう。 

 

 職場の自衛消防組織の出動体制の整備 
職場で火災等が発生した場合、従業員が突然の出来事のため心理的に動

揺している状態で統制もなくバラバラに行動することは、被害を拡大させる要

因ともなりかねません。このため、命令系統を明らかにして、それぞれの従業

員に通報連絡、初期消火、避難誘導等の任務を事前 

に教え、災害時の活動を系統的・効率的、かつ、確実 

に行える組織づくりが必要になってきます。また、 

“いざという時”のために消火器や消化用水のほか、 

消火に役立つものをふだんから用意し、備えておき 

ましょう。 

 

 重要書類等の非常持出品の確認 
重要書類の保管方法（耐火書架、耐火金庫等） 

を定める。災害時の非常持出品については、あらかじ 

め非常持出責任者を指名する。非常持出品が特定 

の場所に整理、保管され、災害時に速やかに搬出で 

きるようにしておきましょう。 

 

 防災訓練への参加 
事業所内の訓練だけでなく、地域の訓練にも積極 

的に参加し、日頃から防災意識を高めておき、いざと 

いうときには適切な行動が取れるように訓練しましょう。



いざという時は 

 
 地震の対処法 

まずは身の安全を守る 

  

自宅にいる場合 

揺れが小さいときは火の始末、大きい時は机の下に隠れると覚えておき

ましょう。 

・ テーブルなどの下に隠れたり、クッション・座布団 

などで頭を守る。手のひらは下にして動脈を守る。 

・ 窓や戸を開けて逃げ道を確保する。 

・ 火を消し、家電製品の電源を切り、ガスの元栓を締める。 

 

車を運転中の場合 

いざという時のために、車内に水と携帯食料・懐中電灯・携帯ラジオ・応急

用衣料品・毛布・カイロ・軍手・ロープ等を備えておきましょう。 

・ 地震を感じたら、急ブレーキは避け、慌てず車を道路の左側に寄せて停

車。事故などで燃料に引火して爆発する危険があるため、 

エンジンは切る。 

・ 揺れが収まるまで車内から出ないようにする。 

・ 土砂災害が起こる危険性があるため、トンネル内やその 

付近、急な斜面の下への停車は避ける。 

 

 

安全な避難口を選び、落ち着いて逃げる 

 

自宅にいる場合 

ドアや窓が開かなくなった時のため、逃げ道は複数考えておきましょう。 

・ 避難する前に、家のブレーカーを落とす。 

・ 外に逃げる時は慌てず、裸足は避け、ガラスや瓦などの 

落下物に注意する。 

・ マンションなどで、エレベーターは危険なので、逃げる時は 

階段を使う。なお、２階にいる時は、階下に降りない（２階 

の方が安全性が高い）。 

 

車を運転中の場合 

・ 高速道路で車を停車した場合、ハザードランプを 

灯けるか、三角停止版を置くなどして、追突防止を図る。 

・ 車を離れる際は、窓を閉め、ドアはロックせず、キーは 

付けたままで避難する。 



 信頼できる情報を収集する 

 
落ち着いて信用できる情報に従い、素早く対応することが重要です。 

特に「余震が続いた時はデマが流れる」と言われるので、注意する。 

・ 市役所、消防署、警察署からのお知らせ、テレビ、 

ラジオ、新聞の号外などをチェックし、迅速な対応を。 

・ 不要、不急な電話は、かけないようにしましょう。 

特に消防署等に対する災害状況の問合せ等は消防 

活動等に支障をきたすのでやめましょう。 

 

避難には車を使わない 
 
地震が起きた後、避難をするため多くの人が車を使うと、 

各地で渋滞が発生し、緊急車両が通れなくなるなどの混乱 

が起きます。地震の直後、渋滞を防ぎ、自分たちの命や生 

活を守る緊急車両をスムーズに通すためにも、一人一人の 

意識と協力が求められます。 

 
 

初期消火につとめる 

 

初期消火とは、火が床など横に広がっているだけの間、 

あるいはカーテンふすまなどの立ち上がり材に火が移った 

ときまでに火を消すことを言います。天井面に火が移れば 

初期消火は困難となります、その場から早く避難しましょう。 

消火に使うものは消火器や水だけではなく、身近なものを 

何でも活用して、すばやい対応で消火しましょう。（てんぷ 

ら鍋火災の場合は、なべぶたやぬれタオル、シーツ等を活 

用しましょう） 

 

被災者の救出、救護への協力 

 

個人、近隣レベルでの救出活動は人名救助に重要な 

役割を果たします。建物の倒壊や落下物などの下敷き 

になった人がいたら、地域のみんなが協力しあって救出 

活動を行いましょう。負傷者がいる場合は応急手当を実 

施し、医療機関との連絡を取りましょう。 

 

 

 

 



炊き出しや救助物資の配分への協力 

 
避難場所における食料や水などの基本物資、救援 

物資等の公正、迅速な配布などに協力しましょう。 

 

 

 

 

 津波の対処法 

 
・ 地震を感じたら、直ちに海岸から離れ、高い場所に避難する。 

・ 安全宣言がでるまで海岸に近づかない。 

・ 逃げる前に津波に襲われたら、電柱や樹木など 

流れない物にしがみ付く。 

・ もし流された場合、浮いているものにつかまり 

流れに身をゆだねる。 

 

 


